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要 旨：【目 的】 本 調 査 は、 成 長 期 に あ る 中 学 生 の 骨 形 成 の 実 態 と、 骨 形 成 に 関 連 す る 要 因 に つ い

て 明 ら か に す る 目 的 で、 大 東 町 の 中 学 生 を 対 象 に 骨 密 度 と 身 体 発 育、 各 種 栄 養 摂 取 量、 活 動、

リ ス ク フ ァ ク タ 山 の 調 査 を 行 っ た。 【結 果】１．骨 粗 髭 症 の 家 族カミい る 男 子 は、 い な い も の よ り 骨

密 度 が 有 意 に 低 か っ た（ｐく０．０１）。 ２．ス ポ ー ツ や 身 体 を 動 か す こ と が 嫌 い な 女 子 は、 好 き な も の

よ り 骨 密 度 が 有 意 に 低 か っ た（ｐ＜０．０１）。 ３．未月 経 者 は月 経 淋 あ る も の よ り 骨 密 度 淋 有 意 に 低 か

っ た（ｐくＯ．０
５）

。
【 考 察】 １．骨 量 を 増 や す た め に は 運 動 ・ 活 動 が 有 効 で あ る。 ２．各 種 栄 養 摂 取 量 に

関 して 今 回 有 意 差 は 認 め ら れ な か っ た か 若 年 女 性 の 研 究 か らカ ル シ ウ ム、 り ん、 総 エ ネ ル ギ ー

と 関 係カミあ る と い わ れ て い る の で 食 事 に 関 心 を 持 つ こ とカミ大 切 で あ る。 ３．ダ イ エ ッ トに つ い て

は ４，４％ の も の が 経 験 し て い た
。

申 学 生 の ダ イ エ ッ ト は、 骨 量 の こ と を 考 え る と 食 事 に よ る ダ イ

エ ッ ト で は な く、 ス ポ ー ツ や 活 動 で 積 極 的 に 身 体 を 動 か し て の ダイ エ ッ ト が 望 ま し い。 ４．低 骨

量 者は個 人の 生活習 慣 を見 直 し改 善する こと が重要 で ある

Ｉ
．

は ｃ め に

わが国 にお ける骨 粗 髭症 患者 は推 定 で １００ 万

人 を越 完、そ の早期 発 見早期 治 療の 考 えが広 く普

及 して いる。 最 近、 骨 粗慈 症 対策 のた め には骨 粗

髭症カミ発生 す る高 齢 者 を 中 心と す る 治療 だけ で

なく、最大 骨量 を獲 得す る成 長期 に でき るだ け骨

量を増やしておくという予防策が考えられるよ

うに なっ た。 これ は、 成 長期 に おけ る骨 形成 の良

否 が成人 の最 大骨密 度 を決 定す る と言 われ、特に

思寮期 前後は、成長 ホ ルモ ン作 用 で身長 が 著 しく

紳 びる 時期 である とと も に、牲 ホ ルモ ンの 影響 で

骨密度 （骨量）カミ急増 す る骨 成長 期 でも あるた め

で あ る。

我 々 は今 ま でに 思 春 期 の ヘ ル ス プロ モー シ

ョ ンに関 する 詳細調 査 を貿 的 に ｒ中 学生 の健 康

間 題と 対処方 法」 の調 査を 行 い、 申学 生の 健康

閤 題へ の意織 と課 題明 ら かに した。 さ らに、 思

春期 は子 どもか ら大人 へ と身 体・ 精神 が大 きく

変化 する 時期 で あり、 そ の時 の健 康 は将来 に わ

たっ て大きく 影 響 を及 ぼす。 骨密 度 は生ま れて

か ら徐々 に増 えるカミ、 特 に 思春期 前後 で 急増 し

てそ の後 また ２０ 歳 頃豪 で少 しず つ増 える。 そ

の後 ４０ 歳く ら いま で は増 完る ことが ない が一

定 量 を保つ と言 われ て いる。 しか し、 そ の後は

減 少 していく こ とが 知 られ て いる。 高齢 になっ

て か ら 骨 粗 霧 症 を 起 こ さ な い た め に も 思春 期

前後の骨成長期に骨量 や骨 強度ができ る生活

を す る こ とカミ必 要 に な っ て く る
。

こ の 成長 期 に お け る 骨 密 度 を 強 化 す る た め

に は、カ ル シウ ムや ビタ ミ ン Ｄ を取る な どの食

事 や運 動が 重要 とい わ れて いる （佐々 木，２００１）。

この こと から骨 密 度と 身体 発 育、 各 種栄 養摂 取

量
、

活 動、 リ ス ク フ ァ ク タ ー と の 影 響 を 調 査 し

明 らかに する こと によ り、 中 学生 か ら骨 密度 が

強化 でき るよ う な生 活 を指 導 し、 大 人にな って

から 骨 粗霧 症 を 予 防で き る と 考 える。 しか し、

成 長 期 で ある 申 学 生 を 対 象 と じた デ ータ は十

分と はい えな い。

そ こで、 本調 査で は、 成 長期 に ある 中学 生の骨

形成 の実 態と、骨 形成 に 関連 する 要因 につ いて明

ら かにす る胃 的 で、大東 町の 申学 生 を対象 に骨密
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度と 身体 発育、 各 種栄 養摂 取 量、 活 動、 リス クフ

ァク ター の実 態調 査を 行っ だ。

皿． 方 法

王． 調 査 対 象

１） 対象

調査に協カの得られた大東町の中学生７０８名

２） 場所

大東町立大浜申学校

大東町宜城東中学校

３） 調査 目

平 成 １６ 年 ６ 月 ２２ 目 ・２３ 目

２． 調 査 内 容

以下 の項目 に関 する調 査 票 を作 成 し、 対 象者

自 身に よる記 入 を依頼 し、 骨密 度 の集 中測 定を

行 つ た
む

１） ア ンケ山 ト調 査

①対象者の背景

出 生時 体重と 週数、家族 で 骨粗 髭 の人の 有無、

身 長 ・ 体 重 と 瑠 ＭＩ
。

女子のみに初潮年齢と月 経状の随伴症状有無

と その 症状

② リ ス ク フ ァ ク タ ー：

これ ま で ある 各 種 の報 告 か ら 骨 粗髭 症 へ の関

与カミ予 想さ れる 項蟹 を抽 出 し、 独 自の ｒあな た

の生 活質閥 表ｊ を 作成 し、 はい ／い い 完で調 査

し た
。 質 閥 は １０ 項 目 で、 そ の 内 容 を 以 下 に 示

す。

・ 偏食が 多い

・ ダ イ エ ッ ト の 経 験 が あ る

・ や ぜ て い る

・ 太 っ て い る

・ 背 カミ低 い

ス ポーツ や からだ を動 か すこ とが 嫌い

・朝 ごは んは食 べ征 い

ご飯より お菓 子 を食べ て いる ことカミ多 い

・ 牛乳や 乳製晶 が 嫌い

・今 まで に骨 折 したこ とが ある

③食 習慣 調査：

訂中 学 生 の た め の 自 記 式食 事 歴 質 問 表」

（ ＤＨ ⑤：ｓｅ准ａｄｍｉなｉｓｔｅ配ａ ａｉｅｔ ｋｉｓｔｏ町

ｑ 鵬Ｓｔｉｏｎｎａｉ鵬） を 用 い
、

総 エ ネ ル ギ ー お よ び

各種 栄養 素の 含有 量 を調 査 した。

④ 身体活 動 量調査：

Ｊａｐａ－ｎ Ａｒｔｅｒｉｏｓｃ１ｅｒｏｓｉｓ Ｌｏｎｇｉｔｕ 湿 ｎａ１

Ｓ揃 ａｙ（ＪＡＬＳ） Ｐｈｙｓｉｃａ１ Ａｃｔｉｖｉｔｙ Ｗｏｒｋ三㎎

Ｇｒ㎝ｐ が 作成 した ギ身体 活動 量 質間紙一 を一

部 改変 し、種 目 別お よ び総エ ネ ルギー 量と 身体

活 動履歴 と して 過去 の 運動 歴を 調査 した。

２） 測定調査

①骨 密 度：使 用機 器 と して 超 音波 骨密 度測 定装 置

ＣＭ・１００ を用 い、左足 く るぶ しで骨密 度 を測定 し

た
。

２． 倫 理 的 配 慮

調査 依頼 に あたっ て、 研 究責任 者 は大東 町 教

育会、 大東 町立 大 浜中 学校、 大 東 町立城東 中 学

校、 保 護者 の各 責 任者 に説 明 文を 渡 し、 東京女

子医科 大学倫理委員会で承 認の得られた同意

説明 文に て研 究説 明を 行 いな った。 対象 者 に口

頭に て研 究冒 的、 調査 項目、 調 査 に同意 しない

こ と に よ り 不 利 益 を こ う む る こ と が な い こ と

を約 束 し参加 は白 菌 意志、 プライ バ シーの 保護

を説 明 した う完 で、 賛同 の得 られ た ものに 文章

に よる 同意 書を も らっだ。

情報 の管 理 にお いて、連 結可 能 匿名 化 して 作成

した 対応表 は、外部 記 憶装 置 に保管 し厳重に 扱い、

研究 終了後 は すべ て焼 却 した。

巫
． 結 果

１． 調査 対象 者の 背 最 （表 １）

１） 対象者数

城 東 中 学 校 は ２９６ 名、 そ の 内 訳 は、
王 年 生 ９８

名 （男 ６１， 女 ３７）、 ２ 年 生 １０２ 名 （男 ４４
，

女 ５８）
、

３ 年 生 ９６ 名 （勇 ５０
，

女 ４６）。

大 浜 申 学 校 は ４１２ 名 、 そ の 内 訳 は、 １ 年 生

１３雀 名 （男 ５５， 女 ７９）、 ２ 年 生 １２４ 名 （男

７２
，

女 ５２）
、

３ 年 生 １５４ 名 （男 ８逐， 女 ７０）

で
、

総 数 ７０８ 名 で あ っ た。

２）出生時体重と出生時週数
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出 生 時 体 重 は 全 体 平 均 ３０１８．２ｇ±３９０．９８ｇ で

あ っ た。 さ ら に 男 女 別 で は、男 ３０６６ｇ±３７３．１ｇ，

女 ２９６５ｇ± ４０２
，
３ｇ で あ り

、
男 子 の 方 が 出 生 時

体重 は重い傾 向 が見 ら れた。

出 生 週 数 は 全 体 平 均 が ３８．７ｗ 士 １．４９ｗ で あ っ

た
。

男 女 別 で は 男 ３９ｗ ± １
．
５ｗ で あ っ た

。

３）家族で骨粗霧の人の有無

家族 に骨 粗髭 の人が い ると 答 完た 者は、 非 常

に 少 な く
、

全 体 で ６．１％ で あ っ た
。

４） 身長と体重

身 長 の 平 均 は、 男 子 １５９．０ｃ㎜ ± ９．
１１ｃｍ、

女 子

１５３．５ｃ㎜ ± ５．８ｃ㎜ で あ り
、

全 体 で は 努 子 の 方

がやや 高 かっ た。

体 重 の 乎 均 は
、

男 子 ４８
．
９ｋｇ± １０．６６ｋｇ、 女 子

４７
．
２ｋｇ±８．７２ｋｇ で あ り、 全 体 で み る と 体 重 も

男予 の方が やや 重 かった。

５）ＢＭＩ

男 子 平 均 値 １９
．
２ 土 ２．９７

、
女 子 平 均 値 ２０．Ｏ

圭

３．３１ で あ っ た
。

健 康員 本 ２１ （２１ 世紀 に おけ る国 民健 康づ く

り 運 動） で は、 Ｂ Ｍ ｎ ８．５ 未 満 を や せ ・ ２５．
０

以上 は肥満 とさ れて いる こ とか ら、 今回 の測

定結果 は男 女と も標 準値 で あっ た。

６） 初潮年齢と現在の月 経状況 （女子のみ）

月 経 に つ い て は
、

全 体 で ８０．４％ の 者 が あ る と

答 完 て お り、 学 年 毎 に 見 る と １ 年 生 ６３．８
％
、

２ 年 生 ８２．７％、 ３ 年 生 ９４．８％ で あ っ た（表 ２）
。

初潮 年齢 は １１～１２ 歳が 多く 昆 られた（表 ３）。

さ らに、 月 経 が ある 者 に対 して の月 経 随伴 症

状（ＰＭＳ）は、 半数 の者 が 腹痛、 腰 痛、 イ ライ

ラ等 の症 状が み られ だ（表 ４）。

表２ 肩経の有無 ｛％）

あ る な い 無 回 答

１ 年 生
６３

，８
３ ２

，
８

（ｎ竺 Ｈ ６｝

２ 隼 生
８２．

フ １１．
８

（邊・１１０｝

３
．

４

表 １

５
．
５

対象者の背景

男子 女子 合諦

全体 ３６６ 踏２ フ０８

至年 生 １｛６ １１６ ２３２

２年 生 ㈹ 榊 ２５８

３年 生 １３４ １１６ ２５４

３ 年 生
９ ４

．
８ ２

．
６ ２

，
６

（ド 至至６）

合 婁十
８ ０，

４ １ ５
，
８ ３

．
８

（ｎ＝３４２）

調査人数
（人）

表３ 初潮年齢 １％）

年 齢 ９歳 至ｏ歳 １１歳 王２歳 至３歳
至喜～

玉５歳
無 回 答

至年 生

（ｎ・ 側
２、フ １２．２ ４１．９ ３９

．
２ ４．５

ｉ ■ ■ ｉ ｌ １ ｉ １ 一 ■ 一 一 一 ’ ’ ’ ■ ｉ ｉ ｉ 一 ‘ ■ ｉ ｉ 一 ‘ １ １ 一
一 ’

Ｉ
‘ ’ ’ ’ 一 ． ． 一 ｉ ■ １ Ｉ ■ ■ ■ Ｉ Ｉ ■ ’ 一 ’ ’ 一 ‘ ■ 一 １ １ １ ■ ■ 一 亡 ’ 一 ’ 一 一 一 ｉ １

２年 生

（ｎ＝９至）
２Ｉ２ フ．フ １８．７ ５１．６ η．６ ０．

９ ２
．
２

’ ’ ・ 一 一 一 ‘‘ Ｉ ｉ Ｉ ｉ １ 一 一 一一 一 ’ 一 １ Ｉ － ｉ ・ 一一 ‘Ｉ Ｉ ■ 一 ■ ■ ■ ’ ・’ 一 一 ■ ■ ｉ ｉ － ｉ 一 一 ■ ■’ ’ ・ ’ 一 一‘ 一 一 一 ■ Ｉ ■ ■Ｉ ‘ ． 一 ■ ■ ■一 ｉ

３年 生

（ｎ＝１玉ｏ）
ｏ
．
ｏ ７，３ ２０．０ ４０．９ ２６．４ ３．６

１
．
８

ＩＩ Ｉ Ｉ Ｉ ｉ ● ’ ’■ ■ ■ 一 一 ‘ 一 Ｉ Ｉｉ ■ ｉ ｉ ’ ’ 一 ■ ‘ ． 一 一 一 一 一 一 一 Ｉ 一 一 ｉ■ ｉ‘ 一 ‘ 一 ． ｉ 一 一 一 ． ‘１ ｉ Ｉ Ｉ ’ 一一 一 Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ ■■ ． ’ ’ ・ 一 ‘

合 計

（ｎ＝２フ５）
１．５ ８．

フ ２５
，
５ ４４．０ １６．４ １．５ ２．δ

表 ４ 月 経 随伴 症 状の 有無

鉗生時

体童（め

出生跨

週数

平 均 ３θ６６二０ヨ＝３フ３．１ ２９６５」〕＝ヒ４０２．
３ ３０１８

．
２±ヒ３９０二９８

平 増 ３ａ０±１，４
３９

．
Ｏ±１

，
５ ３８．７土 榊９

象 族 で 骨 一一一・・一一一・・ … ・一一・一 舳 一 … … “ 一

糧雛の
＿．

豊 生
＿

且＿．
人がいる ２年 生 ９

（ 人 ） ・ ・一 ・・ 一一 一 一 … 一・ ・一 ・一 一 一一 一一 … 一

３年 生 ８

全 体 ２５ １８ ４３
ｉ一 ■ Ｉｉ ＩＩ ■一 一 ’’ ■ｉ ■ 一ｉ１ Ｉ 一■ ■ ■’ ’・ ’一 Ｉ一 一 Ｉｌ －Ｉ Ｉ■ ．ｉ ’’ ’‘ 一 一■

＿＿＿ 並＿＿ ＿．＿
五

＿＿．
５ 梢

ｉ 一一 Ｉ■ Ｉ －１ ■‘ ‘’ ■ ‘■ ｉ－ １‘ 一 Ｉ’ ’’ ’■ ■ ‘一 Ｉ－ １ｉ ．ｉ ‘ ．’ ’一 ‘‘ ．一 Ｉ■

９ １７

（％）

ある な い 無 回 答

玉年 生

（四＝１玉６）
６３．８

３２
．
８ ３

．
ξ

． 一 ｉ ｉ 一 ‘ 一 一 ‘ ■ ’ ’ ■‘ ■ ■ 一 ｉ 一 一 一 ■ ’ ‘ ‘ 一 ‘ ■ 一 ｉ Ｉ 一 ’ ■ ’ ’ ’ 一 一 一 １ － ｉ ｉ 一 ’ ’ 一 ’ ’

２年 生

｛Ｈ＝１１０）
８２

．
７ 篶．８ ５．５

１ ‘ ・ ‘ ・ ■ ‘ ■ ■ ■ ‘ 一 ‘ ・ ． 一 ■ 一 １ － ｉ ｉ ｉ ‘ … 一 ｉ ■ ｉ ‘ 一 ‘ ・ ・

３年 生

（ｎ・１１６）
９４

．
８ ２．６

２
１
６
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合 談
（ｎ＝３４２）

８０
．
４ １５

．
８ ３

．
８

身 長

（ｏｍ）

篠 婁

（紗

８脇

平 壇 棚 勺±９．１１ １５ａ５±５
．
８

平 均 ４８．９± 楓 ６６ ４７
．
２±８

．
フ２

雪互 均 １９．２ヨ±２
．
９フ ２０

．
Ｃ±ヒ３

，
３１

２． リ ス ク フ ァ ク タ 山 に つ い て

リスク フ ァクタ ー 全 体の 申で は 晴 が 低い」

４４．２％、
「偏 食 が 多 い」 ３６．９％

、
「 太 っ て い る 」

３１．８％ と 多 く、
訂乳 製 品 が 嫌 い」 は ９．９％ で 少

な か っ た。
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努 女別 にみる と、 女子 のリ スク フ ァク ター で

多 い の は 「太 っ て い るｊ、
「背 が 低 い」、

「偏 食 カミ

多 い」、
「ス ポ ー ツ が 嫌 い」 で あ っ た。 そ れ に 対

し
、

男 子 は 「背 が 低 い一、
「や せ て い る」、

ギ偏 食

が 多い」、 晴 折 あり」 で あっ だ （図 １）。

｛％〕

６竈 一 一一一 一 一 ■ … ■■■■
５勇 霞女

欄 樹 や 太 背 ス 鯛 劔 乳 骨

食 イ せ つ が ポ 食 よ 製 振

多 工 て て 偲 １ ぬ り 晶 あ

い ツ い い い ツ 密 お 嫌 り

ト る る 嫌 ㌶ い

Ｌ二 い 子

で

る

図 １ りスクファクター の 勇 女 比 較

３、 活 動；こ つ い て

亙） 」員 の睡 眠時間 （図 ２）

ト 冒 の睡 眠時 間」 につ いて は、 全 体的 に ７

時間カミー番 多 かった。 学 年別 に みる と、 亙 年

生 は７ 時間 か ら８ 時間が 一 番多く、 ９ 時間寝

て いる者 も多 かっ た。 ２年 生 は ７ 時間 と ８ 時

閥 淋多 かった。 ３ 年 生は ６ 時 間と ７ 時闇カミ多

く、 ８ 時間寝 てい る者 は少 なく なって いた。

２〉 ］員 の活 動 時間 （図 ３）

ト 員 の 中で動 い てい る時 間一 は、３～４ 時間

洲 ２３．９％、
５ ～ ６ 時 間 が ２１．０％ で あ っ だ。 １ 年

生 女 子 の 中 で は §～ １０ 時 間 い る 者 カミ２５％ お り
、

３ 年 生 男 子 で は １１～１易 時 間 の 者 が １３．４
％ い

た
。

鰯目嫌溝 ３ 噸 竃 ５ 嚇 嚢 ７ 嚇 竃 ９～１α歳霧 １１岬１醐翼１鰯 眺

図 ３ ． ８ の 溝 動 時聞

３） 学校までの通学方法 （図４）

「学校ま での 通 学方 法ｊ は、 全体的 に 「歩き」

が ４９．
２％ で あ り

、
噌 転 車Ｊ が ４５．９％ で あ っ

た
。

Ｉ峰 口癖 霞３隼

捷 欝轟 軍

蛎 ｒ一 一 一一 一 一一

幻ト川 一
蕊 ← 一・・ 一 一

釧一一一 …

苅 一
１５ 一 ］■■

１０ ト ー一一 一

１抽ガ

１ 峰 口２年 麗 晦 図 牽 通 学 方 法

迅） 学校ま で の通 学時 間 （図 ５）

ギ学 校 ま で の 通 学 時 剛 は、
２０～３０ 分カミ 姐．８％

で あ り、１０～２０ 分 が ３３．
玉％

、
３０～４０ 分 が １４．０％

で あ っ た
。

鯛翻講 自鯛 補爵 自鰯 鱒 融五
淡

図 ２ 一 臼 の 睡 眠 時閥
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８１隼 口２隼 愛 緯

１繍溺 １榊分 脚釣分 ㈱ 分 ㈱上

図 ５ 通 学 時 間

５） スポ 山ツ 歴 （図 ６）

吟
、

ス ポ ー ツ を し て い る」 者 は 全 体 の ８２．６％

であっ た。 特に、 男 子 は全 体的 にス ポー ツを

し て い た （９２．９％）
。

そ れ に 対 し
、 １ 年 生 女 子

の ２９．３％
、

３ 年 生 女 子 の ３０．２％ は ス ポ ー ツ を

し て い な か っ た。」

■緯 碗隼 愛鉾

今 枠 比忍冶 ’嬉鞍幼 麟’

図 ６ ス ポー ツ歴

６） 一週 間のス ポー ツ 実施 状況 （図 ７）

１０

％

口２隼

１１ヨ ２菖 ３Ｅ１ ４嗜 ５ヨ ６日 ７日

團 ？ 一 週間 のス ポー ツ実 施 状 況

現在 のス ポー ツ の一 週間 に おける 実施 目 は、

図 ７ に 示 す と お り
、

５ 帥 泌 ２
，
１％

、
６ 冒 が ２５，３％

、

４ 目 が １７．６％ の 順 に 多 か っ た。

４． 栄養 所 要量 につ いて

「自 記式 食事 歴 法質 間表（ＤＨ⑭）」 を用 いて 得

られ た全 体の 栄養 所領 量 を学 年別、 男 女別 にエ

ネル ギー と三 大栄 養素 （たん ぱく 質、 脂質、 炭

水 化 物） と ビ タ ミ ン、 ミ ネ ラ ル（カ ル シ ウ ム
、

鉄
、

食塩）につい て 分析 した。

各 分析 項目１こは、
一 般的 な冒 安と して 第６ 次

改定 「目本人の栄養所要 塾 を提示できるもの

は 掲載 したが、 測 定法が 異 なる ため に単 純に は

比 較でき 狂 いこ と を明記 しておく。

１） エネ ル ギー につ い て

対 象 者 全 体 の 平 均 値 は ２２２８９．９ｋｃ１、
男 子 は

２６２４．舷ｃ創 で あ っ た。 特 に、 男 子 は 学 生 淋 上

がる 度に 摂 取エネ ル ギー が増 完、 ３ 年 生男 子

は ２７１逐．７蛙ｃ豆 と な っ て い た。
一般 的な １２～１４ 歳 のエ ネ ルギー 所要 量は、

生 活 活 動 強 度 ｎ （や や 低 い） の 女 子

２０００炎ｃ 小 男 子 ２０００ｋｃ１、
生 活 強 度 孤 （適 度）

の 女 子 ２３００途ｃａｌ・ 男 子 ２５５ 破ｃ王 と な っ て い

る。 こと から、 本調 査 対象 者のエ ネ ルギー 摂

取 量は女 子 がや や少 な め、 男 子カミ強 度㎜ の摂

取 鐙より も 多い 値 であっ たむ

２） た んぱく 質 につ いて

対 象 全 体 の 平 均 値 は ８８．７ｇ で あ り、
女 子 は

７３．舘、
男 子 は １０３．１ｇ で あ っ た

。
特 に 男 子 は

学年 が 上が る 度 に 摂 取 して い る た ん ぱく 質

量 が 増 え
、
３ 年 生 男 子 は １０６

，
９ｇ と な っ て い た

。
一般 的な 五２～１盗 歳 のた ん ぱく 質 所領 量は女

子 ７０ｇ、 男 子 ８５ｇ で ある。 本 調査 対象 の男子

は かなり 大目 の摂 取 になっ て いる。

３） 脂 質

対 象 全 体 の 平 均 値 は ７５．７ｇ、
女 子 ６６．７ｇ、

男

子 ８盗、２ｇ で あ っ た
。

特 に 努 子 は 学 年 淋 上 が る

度 に摂取 して いる 脂 質が 増 完、 ３ 年 生男子 は

８７．１蟹 と な っ て い た
。

迅） 炭水化物

対 象 全 体 の 平 均 値 は ３０５．９ｇ、
女 子 ２５４

．
３ｇ、

男 子 ３５４
．
２ｇ で あ っ た

。
特 に

、
王 年 生 男 子 の 摂
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取 量 が ５３１
．
９ｇ と 大 幅 に お お か っ た

。

５） ビタ ミ ン Ａ

対 象 全 体 の 乎 均 値 は １３３７．８
ＩＵ で あ り、 女 子

１２２０
．
３ＩＵ

、
男 子 １４４７

，
７ＩＵ で あ っ た

。
一 般 に

１２～ １４ 歳 の ビ タ ミ ン Ａ 所 要 量 は 女 子 １８００ＩＵ
、

男 子 ２０００ＩＵ で ある。 本対 象の 男 女と もに不

足 し が ち で あ っ た。

６） ビタミ ン Ｃ

対象 全 体の平 均値 は １１７１４㎜ｇ で あり、 女 子

１０８．３㎜ｇ、 男 子 １２５．９㎜ｇ と 多 か っ た
。

一 般 的

に １２～１４歳 の ビタミ ン Ｃ 所 要 量は男 女と も

８０㎜ｇ である。 本対象 の男 女 と もに十 分 に是

り て い る。

７） カル シ ウム

対 象 全 体 の 平 均 値 は ７８７，８㎜ｇ で あ り
、

女 子

６９１１７ｍｇ、 男 子 ８７７．６㎜ｇ で あ っ た
。

』 般 に

１２～ １４ 歳 の カノレ シ ウ ム 所 要 量 は 女 子 ７００㎜ｇ、

男子 ９０００ｍｇで ある。 本対 象の 男 女と もに著

干不 是気 味で あっ た。

８） 鉄

対 象 全 体 の 平 均 値 は ８．１独ｇ で あ り
、

女 子

７
．
Ｏ㎜ｇ、

男 子 ９．２㎜ｇ で あ っ た。
］ 般 的 に １２

～１４ 歳の鉄 所 要量 は女 子 １２㎜ｇ、 男 子 １２㎜ｇ

である。 本 対 象の 男 女 と も に不 足 してい た。

９） 食塩

対 象 全 体 の 平 均 値 は １１．９ｇ で あ り
、

女 子 １０
．
３ｇ、

勇 子 １３．４ｇ で あ っ た
。

一 般 的 に
、

１ 目 １０ｇ 以

下に抑 完る よう に言 わ れて いる こと か ら、 本

対 象 の男 子 は や や 大 冒 の 塩 分 摂 取 に な っ て

い た
。

歳のいずれにおいても申央値に大きな変化が見

ら れな いが、 女 子 では １５ 歳で 骨密 度が 高く な

っ て い る こ と が 確 認 で き た （図 ８、
図 ９）。

岬ヂ秒〕

１８０θ ．

１６００

１４００

｛２００

１２ ｛３ １４ ，５

鰯繭 最 大

匝コ 最小

一 一 平均

５． 骨 密 度

超 音波 骨密度 測 定装置 ＣＭ・１００ を 使用 し、 踵

骨 の 超 音 波 伝 播 速 度 （ＳｐｅｅｄｏｆＳｏｕｎｄ： ＳＯＳ）

を 測 定 し た
。

測 定 者 全 員 の 平 均 骨 密 度 は
、

１５５２．４± ３２．４９

（聰／秒） で あ っ た
。

さ らに、骨密 度 を男 女別 に解 析 した 結果 では、

男 子 平 均 １５４８．５±２８．４３ （酌／秒）、 女 子 １５５６．７

±３５．９２ で あり、 やや 女子 の 方が 高い 傾向 淋見

ら れ た
。

ま た、年 齢別 で比 較 してみ る と男子 の １２～１５

１㎜／秒）

１８００ ．

渦ＯＯ

１４００

、２００

図 ８ 男 弄 の 年 齢 別 骨 密 度

、２ ．３ １４ １５

図９ 女子の隼齢男晴 密度

以上 のよ うな 結果 が 得ら れた が、現在 中学 生の

骨 密度 の 正常値 は明 ら かに さ れてお らず、正 常値

との比 較 は出 来な い。 しか し、 ２０ 歳以 上の 正常

値は １５２０ｍ／ｓ以 上 と明 ら かに されて いる。 今回

の調 査 の 中 学生 の 平 均 はこ の 正 常 値 を上 回っ て

いた。 正常 値よ り低 い者 も 数名 あっ た淋、 申 学生

は成 長過 程 である の で、ま だ ま だ個 人 により 変動

が大 きく、今 後骨 密度 は 高ま る 可能性 がある と 考

乏 ら れ る。
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６． 骨 密度 の平均 値 の差 の検 定結 果

１） 骨粗 慈症の 家族 がい る男 子 は、いな いも のよ

り 骨 密 度 カミ有 意 に 低 が っ た（ｐ＜０．０１）。

２） ス ポ ー ツや 身 体 を 動 か すこ と 淋 嫌 い な女 子

は、 好き なもの より 骨密 度 が有 意 に低 かった

（ｐく０，０１）。

３） 未月 経 者 は月 経 が あ る も のよ り 骨 密 度 が 有

意 に 低 か っ た（ｐ＜ｏ．０５）
。

ＶＩ． 考 察

今回 の解析 結果 か ら、 骨 粗 霧症 の家 族 のいる

もの、 スポ ーツ や身 体を動 かすこ とカミ嫌 いな も

の、 未月 経 な者 の骨密 度 が低 い ことが 明 らか に

な っ た
。

このこと か ら考え る と、 骨 量 を増 や すた めに

は 運動が 非常 に大切 で ある と いう こと が判明 し

た。 また、 女 子の 場合 には 初潮 と骨 量 は関係 が

深く、初潮 後 に増加 してく る も のと 考 えられ る。

こ れ は、堀井（堀井，２００３）らの 研究 と一 致す る。

各種栄 養摂 取量 に 関 して は、 今 回の 解析 では

有 意 差が認 められ な かった が、 今 まで の若 年女

性 の研 究で はカ ルシ ウム、 り ん、 総エ ネ ルギー

と骨 量は関 連が ある （久米，２００４） と いわ れて お

り、 各種栄 養摂 取量 も大 切 であ ると い完 る。 ま

た、 ダイ エ ッ ト した 経 験の ある もの も骨 量 に影

響 淋 あ る こ と カミ明 ら か に な っ て い る （久

米
，
２００４）。 今 回 の 調 査 で は 中 学 生 で も ４．４％ の

者カミダイ エッ ト経 験あ ると 答 えて いる。 中 学生

ダイ エ ッ トは、 骨 量の こと を 考 えると 食事 での

ダイ エ ッ トなく何 ら かのス ポ ーツ や体 を積 極的

に動 か して の ダイ エ ヅ ト淋望 ま しい。

さ らに、 低骨 量者個 々 の生 活環 境 を詳 細に調

査 し、 リスク ファ クタ ー につ い て改 善指 導す る

ことカミ重 要で あると と もに、 今 回の 結果 をフィ

ー ドバック する こと に より 中学 生個々 が 自分 の

健康 に関 心を 持つ こと、 そ して そ のた めに は目

常生活習慣の見直しができて中学生という成長

期の骨量獲得時期に最大骨量をより高く してお

く ことカミ重要 で あるこ と を知り、 健康 をさ らに

増 進さ せる行 動カミでき る よう にな るこ とが 将来

の 骨粗 慈症 那予 防 でき るの で はない かと 考える。

Ｖ． お わ り に

今 回大 東町 の中 学 生７０８名 を対象 に 骨形成 に

関連 する 要因 を明 ら かに する こと を目 的に骨 密

度と 身体 発育、 各 種 栄養摂 取量、 活動、 リス ク

ファ クタ ーの 実態 を 調査 した。 結果、 低骨密 度

は骨粗 籟症 の家 族が いる、 ス ポーツ や身 体を動

かすこ と淡 嫌い、 未月 経に 影響 を受 けて いる こ

とカミ半ｕ明 し た。
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